
「常勝校の条件」 

 

常勝チームは、不満があってもじっと我慢し、謙虚に受け止め、 

弱小チームは、不満を口や態度に出し、周りを巻き込む。 

 

常勝チームは、練習に集中しているため、黙々と取り組み、 

弱小チームは、それ以外に意識が行くため、無駄話が多い。 

 

常勝チームは、自らやろうとするため、見ていなくてもしっかりでき、 

弱小チームは、やらされているため、見ていなければ手を抜く。 

 

常勝チームは、少しでも多く練習したいため、間の行動が早く、 

弱小チームは、リズムが悪く、行動が遅い。 

 

常勝チームは、互いに厳しく、勝つために強くなることを目的とし、 

弱小チームは、仲よく楽しく練習することを目的とする。 

 

常勝チームは、生活態度がしっかりしており、 

弱小チームは、そんなの関係ないという。 

 

常勝チームは、何をやっても緻密（ちみつ）に徹底しており、 

弱小チームは、何をやっても中途半端である。 

 

常勝チームは、自信があるため、自分たちのプレーに徹し、 

弱小チームは、自信がないため、相手を野次る。 

 

常勝チームは、向上心があるため、優勝してもまだまだだと思い、 

弱小チームは、少し勝つと満足する。 

 

常勝チームは、自己管理がしっかりしているため、毎日全員そろうい、 

弱小チームは、誰かが休んで当たり前である。 

 

常勝チームは、全体練習後も、自分の課題解消に真剣に取り組み、 

弱小チームは、全体練習が終わったらすぐ帰る。 

 

以上が、「常勝校の条件」でした。 


